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多良間村は、
39番目の

連合に加盟
しています。「日本で最も美しい村」
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村主催合同慰霊祭７０年目迎える

　

去
る
６
月
23
日
、
70
年
目
の
節
目

を
迎
え
る
慰
霊
の
日
、
多
良
間
村

合
同
慰
霊
祭
が
村
慰
霊
の
塔
前
広
場

で
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
遺
族

会
や
小
中
学
校
児
童
代
表
・
各
団
体

ら
が
参
列
し
、
二
度
と
あ
の
悲
惨
な

戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
恒
久
平
和

を
誓
っ
た
。

　

伊
良
皆
光
夫
村
長
は「
戦
没
者
の

御
霊
に
謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
終
戦
の
混
乱
か
ら
立

ち
直
り
、
高
度
経
済
成
長
の
後
、
国

際
社
会
に
貢
献
す
る
熟
成
し
た
平
和

国
家
と
な
り
ま
し
た
。
多
良
間
村
も

豊
か
な
地
域
を
育
み
、
平
和
な
暮
ら

し
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
こ
の
平
和
で
安
定
し
た
生

活
の
礎
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様

方
の
尊
い
存
在
と
祖
国
発
展
へ
の
熱

い
思
い
が
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
ひ
た
す
ら
国
の
た

め
、
愛
す
る
家
族
の
た
め
、
身
を
す

て
て
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
ら
れ

た
皆
様
方
の
最
後
の
思
い
を
馳
せ
る

と
き
、
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　

戦
後
七
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
全
国
民
が
日
米
安
全
保
障
条
約
・

国
防
を
改
め
て
考
え
る
時
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
あ
の
悲
惨
な
戦
禍

の
生
々
し
い
体
験
を
語
り
継
ぎ
、
二

度
と
同
じ
過
ち
を
く
り
か
え
さ
な
い

よ
う
に
、
次
の
世
代
に
伝
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
戦
争
は
最
大

の
環
境
破
壊
で
も
あ
り
ま
す
。
地
球

環
境
の
保
全
と
と
も
に
世
界
の
恒
久

平
和
と
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
こ

と
を
こ
こ
に
改
め
て
お
誓
い
申
し
上

げ
ま
す
。」と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

ま
た
多
良
間
中
学
校
の
伊
良
皆
裕

菜
さ
ん
は「
今
年
は
戦
後
七
十
年
、

平
和
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
る
。

平
和
は
、
幸
せ
や
楽
し
さ
を
一
人
で

感
じ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々

と
分
か
ち
合
う
、
そ
ん
な
時
に
や
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

常
に
平
和
を
願
う
人
で
あ
り
た
い
と

思
う
。
今
、
私
た
ち
が
や
る
べ
き
こ

と
平
和
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
今

よ
り
も
、
よ
り
平
和
な
世
界
に
近
づ

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

絶
対
に
バ
ト
ン
を
止
め
ず
、
未
来
へ

と
私
た
ち
人
間
が
犯
し
た
過
ち
を
伝

え
、
も
う
二
度
と
あ
の
よ
う
な
出
来

事
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
い
、
今

こ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
、
素
晴
ら
し

い
未
来
の
た
め
に
今
の
小
さ
な
幸
せ

を
幸
せ
と
感
じ
一
日
一
日
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」と
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
述
べ
た
。

　

多
良
間
小
学
校
の
桃
原
久
実
児
童

会
長
は「
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
人
々

の
霊
を
な
ぐ
さ
め
て
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
平
和
の
世
の
中
に
な
る
よ
う

に
祈
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
に
優
し
く
毎
日
笑
顔
で
す
ご
す

こ
と
を
ち
か
い
、
学
校
生
活
で
も
実

行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
私
た
ち
の
美
し
い
村
、
多
良
間

村
が
平
和
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
心

か
ら
願
い
た
い
で
す
。」と
言
葉
を
述

べ
た
。
小
学
校
児
童
は
、
一
つ
一
つ

心
を
込
め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
を
奉
納

し
た
。

▲追悼の言葉を述べる伊良皆村長

▲平和を願い言葉を述べた桃原さん

▲平和へのメッセージを述べる伊良皆さん



（3）

多良間村家畜共進会
　去る６月２５日、多良間村家畜共進会が家畜セリ市場で行われ、７６頭が出品され厳正な審
査のもと高江洲常祥さんが子牛の部（生後６カ月）で最優秀賞を受賞した。
　家畜共進会は、優良雌牛を選抜保留し計画交配と農家の改良活動を強化し、効率良い交配
により経済効果を高めるのが目的として毎年開催されている。

多良間村自動車航送負担コスト軽減事業を実施

広報たらま広報たらま 平成27年7月1日

審査の結果は次の通り（最優秀のみ掲載）
＊子牛の部
・第１類（雌生後６カ月）
	 高江洲常祥・ひらはる号
・第２類（雌生後７カ月）
	 屋嘉比達佳・ひめこ号
　＝ＪＡおきなわ多良間支店長賞
・第３類（雌８カ月）
	 羽地敏哉・きらら２号
　＝県獣医師会宮古支部長賞
・第４類（雌９カ月）
	 東風平正明・ふくしげ号
　＝県家畜改良協会会長賞
・第５類（雌１０カ月）
	 仲宗根　恵・ももこ号
　＝宮古和牛改良組合多良間支部長賞
・第６類（雌１１カ月）
	 豊見城玄弘・ゆりなみ号
　＝県農林水産部長賞

＊若雌の部
・第１類（生後 14カ月以上 18 カ月未満）
	 野里　清・まるみ３号＝多良間村長賞
・第２類（生後１８カ月以上２４カ月未満）
	 大浜盛男・もりひら号
　＝県授精師会宮古支部長賞
・第２類（生後４８カ月以上、２産以上）
	 知念幸子・ゆり号
　＝県家畜振興公社理事長賞
最優秀はそれぞれ各機関長の賞を得た。

　離島住民の利便性向上を確保するため高額である多良間島宮古島間の、フェリー自動車航
送に係る運賃補助を実施し自動車航送運賃コストの軽減を図る。

＊乗用車・軽トラック・普通トラックの補助対象運賃の５０％を補助。
◎対象航路、多良間島～宮古島航路
　対象者沖縄県離島住民割引運賃カードの交付を受けている者。
＊軽減対象の車両は多良間島発に限るものとする。ただし、離島住民カードの対象者区分が
　離島出身高校生、離島出身学生等の場合は、この限りでない。

＊詳しくは多良間村役場総
務財政課又は多良間海運ま
でお問い合わせください。

村役場の電話：
	０９８０－７９－２０１１
多良間海運の電話：
	０９８０－７２－９２０９
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多良間村農業委員会新会長に豊見城勝正さん

農業者年金に加入しませんか？

　去る６月８日、多良間村農業委員会は平成２７年度の総会を
開いた。本村恵和前会長の任期満了に伴い、知念敏長さん
が委員に加わった。また会長の任期満了により、会長の互選
がおこなわれ豊見城勝正さんを選任した。職務代行者には垣
花秀市さんが選ばれた。

　

去
る
６
月
沖
縄
県
さ
と
う
き
び
優
良
事
例

調
査
委
員
会
か
ら
宮
平
行
夫（
字
仲
筋
）
さ
ん

が「
特
別
優
良
賞
」
を
受
け
た
。
こ
れ
は
沖
縄

県
に
お
け
る
、
さ
と
う
き
び
生
産
振
興
や
栽

培
技
術
及
び
製
糖
技
術
の
向
上
等
、
沖
縄
県

糖
業
に
貢
献
さ
れ
た
者
及
び
団
体
等
の
中
か

ら
特
別
優
良
事
例
者
を
選
定
し
、
そ
の
業
績

を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
沖
縄
県
糖

業
発
展
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て

行
わ
れ
る
。

　

宮
平
さ
ん
は
、
さ
と
う
き
び
栽
培
歴
60
年

で
あ
り
、
平
成
25
／
26
年
期
の
生
産
実
績
は

収
穫
量
1
7
1
・
2
ト
ン
で
あ
っ
た
。
過
去

５
年
の
平
均
反
収
は
７
・
５
ト
ン
/
10
a
で
あ

り
、
収
穫
量
は
１
６
０
ト
ン
前
後
で
あ
る
。

宮
古
製
糖（
株
）
多
良
間
工
場
職
員
と
し
て
26

年
務
め
、
在
職
中
か
ら
さ
と
う
き
び
栽
培
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
宮
平
さ
ん
は

植
付
や
培
土
等
の
肥
培
管
理
や
収
穫
作
業
に

は
３
～
４
人
の
ゆ
い
ま
ー
る
を
組
織
し
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
精
力
的
に
ほ
場
に
足
を
運

ん
で
い
る
。
ま
た
地
域
の
字
長
等
を
歴
任
し
、

地
域
貢
献
度
も
高
い
と
し
て
、
沖
縄
県
さ
と

う
き
び
優
良
事
例
調
査
の
も
と
推
薦
さ
れ
、

今
回
の
特
別
優
良
を
得
た
。

宮
平
行
夫
さ
ん

さ
と
う
き
び
栽
培
特
別
優
良
賞

農業者年金の特徴
①６０歳未満の国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）であり、年間６０日以上農業に従事	
　されている方は誰でも加入できます。	 	 	 	 	 	 	 	
②保険料は月額２万円～６万７千円の間で自ら決められ、経営状況や老後の設計に応じて千円単位で見直すこと
　が出来ます。	
③税制面で大きな優遇措置があり、支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となり、所得税・	住民税が節税
　になります。また、将来受け取る農業者年金には、公的年金等控除が適用されます。
④少子高齢化時代に強い年金で、自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる
　「積立方式（確定拠出型）」の年金です。少子高齢化が進んでも制度の安全性は損なわれません。	 	 	
⑤終身年金で、８０歳までにお亡くなりになった場合の死亡一時金があります。原則６５歳から年金を生涯受け
　取ることができますが、仮に８０歳前に亡くなられた場合でも、８０歳までに受け取れるはずであった年金の
　額の現在価値に相当する額を、ご遺族に死亡一時金として支給されます。
⑥認定農業者で青色申告者をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要件を
　満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高１万円）があります。	 	 	 	 	 	
　国庫補助を年金として受給するには、農地等の名義を後継者や第三者に経営継承をすれば、原則６５歳から特
　例付加年金として受給でき、経営継承の時期も６５歳以降、ご本人の体力などに応じて時期を決められます。

農業者年金の詳しい内容や加入のお申し込み、将来の年金額のシミュレーションについては
多良間村農業委員会→電話：７９－２５１８　または、ＪＡ多良間支店→電話：７９－２１１５

（独）農業者年金基金→電話：０３－３５０２－３９４２　にお問い合わせ下さい。

　

去
る
５
月
に
多
良
間
村
立

幼
稚
園（
森
田
正
人
園
長
）で

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
で
花
壇
を
設

置
し
た
。
作
業
で
使
用
し
た

材
料
費
や
機
械
使
用
料
と
し

て
支
払
っ
た
金
額
を
、
建
設

会
社「
塊
心
」代
表
知
念
吉
信

は
森
田
校
長
へ
寄
付
金
と
し

て
贈
っ
た
。

　

知
念
社
長
は
、「
多
良
間
の

子
ど
も
た
ち
は
村
の
宝
。
園

内
で
楽
し
く
遊
ん
だ
り
学
ん

だ
り
、
花
を
植
え
た
り
と
役

立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

多
良
間

 

幼
稚
園
に

　
　  

寄
付

多
良
間

 

幼
稚
園
に

　
　  

寄
付

▲辞令交付を受けた知念委員

▲左：伊良皆村長　右：宮平さん
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1.ウイルス性肝炎は国内最大級の感染症

2.肝臓は「沈黙の臓器」

3.こんな人は検査を受けましょう

4.今年６月１日より検査費用の助成始めました

【問い合わせ先】宮古保健所　健康推進班　電話：73-5074

宮古保健所　Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎無料検査　　電話：７３－５０７４

※市村や職場の健診でも検査を受けることができます

肝ちゃん

		☆沖縄県はＣ型よりＢ型肝炎が多い
		☆受検者からのＢ型肝炎陽性率は、全国0.8、沖縄県3.1、宮古保健所管内4.8で
　		高率です。（平成25年度）

		○過去に健康診断で肝機能検査の異常を指摘されたが、肝炎ウイルス検査を受けていない方	
		○母子感染予防策が実施されていなかった１９８５年（昭和６０年）以前に生まれた方
		○家族に肝炎ウイルス保有者または肝がんの患者さんがいる方	
		○１９９２年（平成４年）以前に輸血を受けている方
		○過去に一度も肝炎ウイルス検査を受けたことがない方	

		沖縄県では、肝炎ウィルス陽性者の早期治療につなげることや重症化予防を目的に、肝炎ウィ
		ルス検査後の陽性となった方に対して、「年に一回の受診確認・勧奨」や「医療機関での検査費用
		の助成を始めました。
		保健所もしくは市村の肝炎ウィルス検査にて陽性と判定された方はご相談ください。

　多くは自覚症状がないため、治療を受ける機会を逃すおそれがある
　ウイルス性肝炎を放置すると、肝硬変や肝がんなどへ進行する。

		Ｂ型肝炎１１０万人～
　　　　　　　　　１４０万人(推計）

		Ｃ型肝炎１９０万人～
　　　　　　　　　		２３０万人（推計）

肝炎になっても
　じっと我慢！

７月27日（月）～７月31日（金）	の期間は

無料検査毎日実施
午前９時～１１時　午後１時～３時

通常は毎週（火）（木）

平成27年7月1日
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多良間村プレミアム付商品券多良間村プレミアム付商品券

ご注意

保健師からのお知らせ

多良間村役場で商品券のセットを販売し、その商品券は1万円で購入できますが、千円の商品
券が１３枚入っていますので、登録されているお店で1万3千円分のご利用が出来ます。そうで
す、3千円お得になります。

販販売は８月中頃を予定しております。販売は公平を期すため、８月中は1世帯あたり１セット
と限定させて頂きます。発売日は追って周知致します。希望者へ先着順にお一人につき１セッ
ト販売予定しています。販売場所は多良間村役場総務財政課です。
＊全部で６５０セットです。数に限りがございますのでご理解お願い致します。

商品券の使えるお店は、ポスターやステッカーを掲示する予定です。

商品券は平成２８年１月１１日、有効期限予定です。

商品券は現金とのお引き換えはいたしません。また、商品券を使用する際にはおつりが出ませ
んのでご注意ください。そのほか注意事項がございますのでポスター、チラシをご覧ください。

7月28日は日本肝炎デーです
肝臓週間：７月27日～８月２日

肝炎ウイルス検査はお済みですか？
　梅雨が明け本格的な夏を迎えた多良間島ですが、
皆様はいかがお過ごしでしょうか。
　この時期に気をつけたい事といえばやはり熱中症
です。島内においても熱中症は発生しています。暑
い気候に慣れた多良間の方々でも急激な気温変化へ
の適応は難しいものです。特に子供や高齢者は熱中
症になりやすく、重症化しやすいと言われています。
炎天下での作業は極力控え、こまめな水分摂取に心
がけることが大切です。
　また、熱中症はめまいや立ちくらみ、頭痛、嘔吐、
手足のしびれ、けいれん等様々な症状があります。
いつもと違うと感じたら、早めに涼しい場所に移動
して、ゆっくりと水分補給をして下さい。

　熱中症予防のポイント
　　　（厚生労働省「熱中症予防のために」改変）

1.	暑さを避ける
　①屋内環境
　　・扇風機やエアコンで温度を調節する
　　・カーテン、すだれ、打ち水を利用する
　②外出時
　　・帽子や日傘を利用する
　　・日陰を利用したりこまめに休憩を取ったりする
　　・天気の良い日は、日中の外出をできるだ
　　　け控える
　③衣服等
　　・通気性がよく吸湿性、速乾性のある衣服
　　　を着用する
　　・保冷剤、氷、冷たいタオル等で身体を冷やす

2.	こまめに水分を補給する
　・のどの乾きを感じる前に水分補給をする
　・経口補水液を活用する(水1㍑に塩3㌘、砂糖
　　40㌘ )

多良間村プレミアム付商品券とは・・・

　つまり、

　いつ・どこで購入
　できるの？

　利用可能なお店は？？

　いつまで
　使えるの？？？

多良間村内にある商店等において共通して使用できる商品券に
30％お得分を付けて発行することにより、地元消費者に対し、商品・サービス

の購入に際し負担の軽減を図り、地元消費の拡大、地域経済の活性化を図ることを目的とする。

そのほかご不明な点がございましたら総務財政課までご連絡ください。 ＊多良間村役場総務財政課　TEL：0980-79-2011　
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区　分 去　勢 牝 合　計
上場頭数 113 88 201
成立頭数 112 88 200
成立（％） 99.12 100 99.5

販売価格（円） 72,569,520 48,517,920 121,087,440

区　分 去　勢 牝
一
　
頭

あ
た
り

最高 758,160円 735,480円

最低 326,160円 276,480円

平均体重 256kg 237kg

平均価格 648千円 551千円 

◇全体 ◇12ヶ月以内

6月牛セリ結果（27年6月19日実施）

緊急ダイヤル

火 災 村 消 防 （79-2619）

警 察 官 派 出 所 （79-2010）

急病人（1）多良間診療所

（2）時間外

（3）役場住民福祉課

救急車要請 総務財政課（消防）

歯科診療所医師

停　電　沖縄電力多良間営業所

断　水　役場住民福祉課

家畜疾病　役場産業経済課

ガス専用JA多良間　

119番

110番

79-2101

090-6862-6490

79-2623

79-2619

79-2162

79-2147

79-2623

79-2503

090-6859-2355

◆時間外救急受付
◆救急車出動
◆ヘリ搬送
救急車要請 ：
　　　　　７９－２６１９
急病人時間外：
　　０９０－６８６２－６４９０
※緊急の場合以外診療時間
　内での受信を心がけよう

救急に関すること
（6月）

世 帯 数 と 人 口

総世帯数
総人口
男 653

区　別 人　口 世帯数
土　原
天　川
津　川
宮　良
嶺　間
大　道
大　木
吉　川
水　納

出　生
転　入

死　亡
転　出

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

−

−

−

1
0
1
2
0
1
1
1
0

1
0
1
0
1
0
3
0
0

70
98

107
70

148
200
299
223

5
1
4

1
3

（　　）内は前月比

32
42
52
28
65
93

121
87
4

524（　4）
1,220（　1）

女 567 

（平成27年6月末現在）6
月

−

誕  生
字塩川　山口　春樹・汐梨さんの二男　蓮翔くん　平成27年6月9日

字塩川　富盛　ハル　平成27年5月31日（92歳）
おくやみ

10月は国勢調査

広報たらま
寄付金のお礼 久高　　實様 （宮古島市在） ありがとうございました。

16件
3件
2件
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村長のたうけーむぬゆむ（゚ひとりごと）
　

第
29
代
多
良
間
村
長
に
就
任

し
て
か
ら
、
７
月
８
日
で
満
二

年
と
な
り
任
期
の
折
り
返
し
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
村
民
に

支
え
ら
れ
、
就
任
三
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
年
を
振
り
返
っ
て「
あ
っ
と

い
う
間
の
二
年
」と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、「
ま
だ
二
年

か
」と
い
う
ほ
ど
濃
密
な
時
間
を

過
ご
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

二
年
間
必
死
で
走
り
続
け
て
き

た
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

　

後
半
の
二
年
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
辺
野
古
問
題
で
揺

れ
る
沖
縄
県
と
国
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
、
経
済
や
国
際
情
勢
が
国
内

外
と
も
に
厳
し
い
な
か
、
地
方

を
取
り
巻
く
状
況
も
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
村

の
将
来
を
見
通
し
て「
夢
の
も
て

る
村
」を
実
現
し
た
い
。
一
番
重

要
な
の
は
人
口
減
少
社
会
へ
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
。「
村
の
総

合
戦
略
」を
策
定
し
、
全
庁
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
定

し
て
役
場
内
を
監
督
し
な
が
ら

も
、
時
に
は
厳
し
い
こ
と
を
村

民
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

使
命
が
あ
り
、
両
方
の
味
方
で

あ
り
、
両
方
と
対
峙
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
立
ち

位
置
を
常
に
キ
ー
プ
し
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

職
員
は
予
算
書
に
計
上
し
た

仕
事
を
し
っ
か
り
こ
な
し
て
お

け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口

減
少
が
進
む
過
疎
の
現
状
で
は

そ
れ
だ
け
で
は
こ
ま
り
ま
す
。

予
算
書
に
載
ら
な
い
け
れ
ど
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
よ
う
な
動

き
、
そ
ん
な
も
の
を
肌
で
感
じ
た

い
。
そ
う
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　

大
胆
か
つ
繊
細
に
村
政
の
課

題
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
で
二
年

間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
私
が
や
っ
て
き
た
こ
と

が
す
べ
て
正
し
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
し
、
失
敗
し
た
な
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
や
り
き
れ

な
い
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
で

住
促
進
・
子
育
て
と
い
っ
た
切

れ
目
な
い
支
援
で
定
住
意
識
を

も
つ
若
者
を
増
や
し
て
い
く
施

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
経
済

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
が
集

ま
り
賑
わ
い
子
ど
も
達
の
元
気

な
声
が
聞
こ
え
る
魅
力
あ
る
村

と
し
て
、
発
展
さ
せ
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
村
民
・
職
員
か

ら
ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
て
も
ら
い
た
い
、
今
何
を
す
べ

き
か
、
将
来
ど
う
い
う
村
に
す
べ

き
か
を
考
え
て
、
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

村
づ
く
り
は
職
員
だ
け
で
な

く
村
民
す
べ
て
の
力
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
村
政
も
村
長
一
人

で
は
な
く
、
多
く
の
人
達
の
関

心
と
提
言
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
の
が
望
ま
し
い
姿
で
す
。
た

だ
し
、
村
長
は
村
民
と
職
員
の

架
け
橋
と
し
て
役
場
内
に
一
人

特
別
な
立
場
で
存
在
し
て
い
ま

す
。
職
員
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

職
員
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
も
、

職
員
と
な
れ
合
い
に
な
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
村
民
の
代
表
と

し
ょ
う
。
お
ご
ら
ず
、
初
心
を
忘

れ
ず
、
折
り
返
し
の
二
年
間
で
さ

ら
に
成
果
を
上
げ
る
べ
く
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
志
あ
れ
ば
、
必
ず
道
は
拓
け

る
」
ど
ん
な
向
か
い
風
に
あ
っ

て
も
、
夢
に
向
か
っ
て
、
挑
戦

し
続
け
る
こ
と
で
、
新
し
い
力

が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
思
い
を
村

民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
力
を

合
わ
せ
て
誰
も
が
多
良
間
村
で

生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
の
誇
り
と
、

未
来
へ
の
希
望
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
村
実
現
に
向
け
て
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
心
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。
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編
集
後
記

☆
５
月
６
月
と
小
雨
傾
向
が

続
い
た
。干
ば
つ
対
策
を
立

ち
上
げ
て
数
日
で
少
々
雨
が

降
っ
た
。大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

は
か
ん
水
用
タ
ン
ク
が
準
備

さ
れ
準
備
万
端
で
あ
る
。天

は
味
方
し
大
型
の
台
風
が
雨

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。ま

さ
に
台
風
、様
々
で
あ
る
。大

き
な
被
害
も
無
く
テ
ィ
ン
ヌ

神
あ
り
が
と
う
。

☆
た
ら
ぴ
ん
ノ
ー
ト
が
小
学

校
の
児
童
ら
の
家
庭
学
習
用

と
し
て
作
成
さ
れ
た
。表
紙

に
は
堂
々
と「
た
ら
ぴ
ん
」が

載
っ
て
い
る
。こ
ん
な
楽
し

い
ノ
ー
ト
だ
っ
た
ら
家
庭
学

習
も
や
る
気
が
で
る
だ
ろ

う
。学
習
塾
の
な
い
島
。こ
の

ノ
ー
ト
で
毎
日
学
習
し
成
績

を
上
げ
た
い
も
の
だ
。

☆
ま
だ
ま
だ
夏
の
暑
さ
は
長

い
、も
う
す
ぐ
サ
ト
ウ
キ
ビ

夏
植
え
の
時
期
だ
。熱
中
症

に
は
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。

作
業
時
は
帽
子
を
か
ぶ
り
、

涼
し
い
場
所
で
休
ん
だ
り
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が

け
た
い
。

家庭学習用・たらぴんノート
　多良間小学校（森田正人校長）は１年生から６年生用の家庭学習ノート（たらぴんノート）
を作成した。これは家庭学習の定着化を進めることが目的で全３０００冊を作成した。表紙に
は「たらぴん」が登場し、学習意欲をわかせている。
　「たらぴん」は、「毎日の学習は、あなたの夢へつながっています。将来の自分をイメージし
て、学習に取り組もう！」と促している。
　小学校の学習は、将来社会人として自立するための基礎となるものです。特に「読むこと」「書
くこと」「計算すること」は、欠かすことのできない「生きるための力」です。学校では、「個
に応じた指導」の取り組みを通して、基礎学力を高めるための努力をしていますが、家庭での
協力によりさらに、その力が何倍にも高められると思います。
学力を伸ばすためには、学校での学習と併せて
家庭学習が必要です。

　◎各学年で身に付けたい力
一年：【習慣をつける時期】
二年：【習慣が定着する時期】
三年：【学習の壁をのりこえる時期】
四年：【自分で始める時期】
五年：【学力の差がつき始める時期】
六年：【進学に希望を持たせる時期】

　◎生活の中で心がけたいこと
＊家庭学習のめやす
　低学年＝３０分　中学年＝４５分　
　高学年＝６０分
＊時間を決めて、計画的に家庭学習に取り組もう！
・自分で時間割や学習用具をそろえる。
・テレビは１日１時間（ゲームも含めて）
・家に帰ったら、早めに宿題を済ませる。
・読書は「見えない学力」を高めるので、
		進んで本を読もう。
・国語辞典や漢字辞典、辞典類を身近に置いて
　調べよう。
・日本地図や世界地図を身近なところに置いて調べよう。
・ニュース番組を親子で見て話し合おう。
・いろいろな本を読み、書いてあることを読み取ろう。
・自然や生き物とふれあい、くわしく観察してみよう。
・家の手伝いを、面倒がらずに進んでやろう。
・「早寝 ･早起き・朝ご飯」で、規則正しい生活をしよう。


